


白百合女子大学で

国家資格「登録日本語教員」の
資格取得を目指しませんか？

白百合女子大学は文部科学省から「登録実践研修機関」、「登録日本語教員養成機関」の認定を受けました。

白百合の「登録日本語教員養成プログラム」は「登録実践研修課程」と「登録日本語教員養成課程」の

2つの課程から構成されています。

本プログラムを履修することで、国家資格「登録日本語教員」の資格取得が目指せます。

白百合の登録日本語教員養成プログラムの

白百合の登録日本語教員養成プログラムは、30年の歴史と実績をもつ「日本語教育副専攻」を継承し、発展させたものです。

これまで数多くの修了生を輩出しており、その豊富な《経験》と《実績》をベースに、さらに充実した学びを展開します。

少人数授業 留学生と学ぶ 現場経験豊富な教員

少人数クラスで
丁寧な指導のもと
学べます。 

留学生と一緒に学ぶことで、
日本語を母語としない人との

コミュニケーションが体験できます。 

現場経験の豊富な
日本語教員から実体験に基づく
指導が受けられます。 

３つの魅力

日本語教員とは？日本語教員とは？
日本語を母語としない人たちに対して、日本語学習の手助けをするのが日本語教員です。
対象は、国内外の大学、大学院、日本語学校で学んでいる学生、ビジネス関係者、技術研修生、
日本の小・中学校などで学ぶ外国人の子どもやその家族などさまざまです。

登録日本語教員とは？登録日本語教員とは？
「登録日本語教員」は、2024年4月に生まれた新しい国家資格です。
日本語を教える日本語教員の資質・能力を確認し、証明するための資格です。
「認定日本語教育機関」（国が認めた日本語学校等）で教員として日本語を教えるには、
「登録日本語教員」の資格が必要です。



養成機関ルート 

登録日本語教員

試験ルート

登録日本語教員養成プログラム

基礎試験

応用試験

教壇実習
（国内・海外）

教壇実習

「登録日本語教員」になるには?

＼白百合はこちら!／ 

上記カリキュラム内（3年次）で実施 実践研修機関を自分で探し受講

1年次 履修開始

2年次
必修科目

3年次 必修科目

4年次 修了証書の発行
応用試験の準備

国語学概論、第二言語習得、異文化とコミュニケーション

日本語教育教授法、現代語文法、日本語史B、
言語と社会、接触場面研究、対照言語学

日本語教育研究、日本語教育実習

全学部・学科対象

独学

実習先は、国内・海外から選択することが可能。また取得した単
位は所属する学科に応じて卒業単位に含めることができます。

文部科学省が掲げる
「必須の教育内容50項目」

を学ぶ。

（日本語を教える上で必要な知識や
身につけておくべきスキルをまとめたもの）

本プログラムの養成機関で学ぶことで、日本語教員に必要な知識・
スキルを着実に身につけることができ、さらに基礎試験が免除さ
れます。

基礎試験の準備

応用試験の準備

本プログラムは「登録日本語教員養成課程」と
「登録実践研修課程」から構成されています。



実習は国内または海外で実施
日本語を学ぶ学生との交流の機会にもなります 

実習（国内・海外）

国内実習は都内近郊の日本語学校で行います。
日本語学校で学ぶ留学生を対象に実習します。

国内実習
登
録
日
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員
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保泉 茉奈（文学部国語国文学科 4年）

実習は日本語学校で行いました。学習者と接するなかで、想像以上に日本語力が高いことに驚きました。

日本語が堪能だからこそ、真意を伝える難しさを痛感しました。

留学生との交流を通して多様な価値観に触れたことで、私自身の視野は大きく広がりました。

留学生との交流を通して触れた多様な価値観

海外実習（台湾実習／韓国実習）

海外での実習は、台湾や韓国の大学と協力して行わ
れます。日本語学習者と実際に接することで、日本語
教育だけではなく異文化について考える機会も設け
ています。

【実習先】 台湾：静宜大学、韓国：大眞大学

昆 愛馨（2023年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）

台湾実習で経験した
「教えること」の難しさと楽しさ

台湾実習では、海外の日本語教育の現

場に直接触れることができました。静宜大

学の皆さんと関わるなかで「教えること」

の難しさと楽しさを深く経験しました。実習

で得られた新たなご縁や友人たちは、私

にとって最高の宝物です！

吉田 百花（2025年度 文学部国語国文学科 卒業）

異文化の中で試行錯誤を重ね
得られた充実感

韓国実習では海外ならではの特別な

経験と、多くの学びを得ることができまし

た。教案作成などの事前準備の大切さ

や学習者の視点に立った授業づくりが

良い授業の鍵だと学びました。異文化

の中で試行錯誤を重ね、視野が広がり

ました。



オンライン合同授業
海外の大学とオンラインで合同授業を実施

コミュニケーション能力を高められるよう取り組んでいます

【開催実績】
2020年 全南大学校（韓国）、義守大学（台湾）

2021年 ベルゲン大学（ノルウェー）
 静宜大学（台湾）、義守大学（台湾）

2022年 河北民族師範学院（中国）
 義守大学（台湾）

2023年 全南大学校（韓国）
 ベルゲン大学（ノルウェー）

2024年 全南大学校（韓国）
 東北財経大学(中国)

2025年 オリックス・ホテルマネジメント株式会社
 （海外大学インターン生）

久保井 美鈴（文学部国語国文学科 4年）

オンライン会話では、働きながら日本でインターンとして生活するために必要な「実用的な日本語」を中心に取り

扱いました。学習者の皆さんと交流することで、「やさしい日本語」を自然に話す力や、授業を作り上げる力が身に

付きました。また、自分の国にはない文化を知ることができ、とても貴重な機会となりました。

オンライン会話だからこそより「実用的な日本語」を

日本語学習サポート
教育実習を終え、さらに日本語を教える経験を積みたい人は、
留学生の日本語学習をサポートする日本語TAとして活躍できます

【日本語TA】

授業の準備や復習、検定試験の準備、会話
や作文の個人レッスンなど、留学生の個々
のニーズに応じた、きめ細かいサポートを
行っています。

佐藤 マノン 美咲（2024年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）

将来、日本語教員を目指しており、日本語TAとして留学生の日本語クラスを担当しています。留学生にとってわかり

やすい授業になるよう試行錯誤を重ねながら教えたことで、自分の知識や技能も高まりました。そして何よりも留学生

たちとたくさん会話をし、彼女たちの成長を感じられたことが自分のモチベーションにつながりました。

留学生の成長を見守ることが1番のやりがい



お問い合わせ先 ：国語国文学科研究室
〒182-8525 東京都調布市緑ヶ丘1-25　TEL: 03-3326-5217 (直通)　E-MAIL:nihongo@shirayuri.ac.jp 

白百合で日本語教育を勉強した

先輩たちの声
白百合で日本語教育を勉強した修了生たちは、

学んだ知識を活かし、 
国内外のさまざまな機関で活躍しています。

高際 美沙さん（2020年度 文学部国語国文学科 卒業）高際 美沙さん（2020年度 文学部国語国文学科 卒業）

白百合で日本語教育を学ぶ中で、留学生のサポートがした
いと考えるようになり、現在、東京都立大学の国際課に勤
めています。仕事では大学で学んだ「やさしい日本語」を
使って留学生対応をしています。
これまでの学びが活かされてい
ると実感しています。

石井 郁江さん（2006年度 文学部国語国文学科 卒業）石井 郁江さん（2006年度 文学部国語国文学科 卒業）

菊池 美沙さん（2022年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）菊池 美沙さん（2022年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）

フランス語力の向上を目指し、渡仏。今はパン屋で働き
ながら、日本語教員の資格を活
かし、オンラインで日本語を教え
ています。社会人が多いですが、
やる気があるので、教え甲斐があ
ります。私のモチベーションにも
繋がっています。

田島 佐記さん（2016年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）田島 佐記さん（2016年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業） H.M.さん（2017年度 文学部英語英文学科 卒業）H.M.さん（2017年度 文学部英語英文学科 卒業）

佐藤 マノン 美咲さん（2024年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）佐藤 マノン 美咲さん（2024年度 文学部フランス語フランス文学科 卒業）

「楽しそう」「手に職をつけたい」という動機で受講を決めまし
た。「日本語教員試験」の「応用試験」を受験し、合格しまし
た。試験に向けての勉強は、用語集で語句を覚えたうえで、模
試演習を中心に行いました。大学では留学生の日本語学習
サポートを担当しています。試験では現
場での対応力を問う問題も出題された
ので、大学での経験が役に立ちました。

井上 裕子さん（2000年度 文学部国語国文学科 卒業）井上 裕子さん（2000年度 文学部国語国文学科 卒業）

子育てがきっかけで、外国につながる家族と先生がコ
ミュニケーションに問題を感じていることを知り、白百合
の友人と支援グループを立
ち上げました。温かな環境で
学べたことが深いつながりと
なっていることに感謝してい
ます。

台湾実習がきっかけで、台湾の大学院に進学し、今は台
湾の大学で日本語を教えています。白百合で日本語の知
識だけではなく、日本語をわかりやす
く効果的に教える方法を学べたこと
が実践で役立っています。教育実習で
知り合った学習者とは現在でも交流
が続いています。

塾講師をしていましたが、資格を活かした仕事をしよう
と転職し、今は日本語学校で留学
生に日本語を教えています。様々
な国から来た学生と関われるのが
この仕事の魅力です。日本で頑
張っている姿を見ると、私も鼓舞
されます。

昔から続けていた生け花がきっかけで日本文化を教える
ことに興味がわき、白百合で日本語教育を履修。今は日本
語学校で留学生に日本語を教えて
います。在学中に留学生と様々な
形で関わりながら深く学べたこと
が、日本語教員としての礎、心の支
えになっています。
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